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■□ コーディネーター解題

細川 孝（龍谷大学：本研究所企画委員）

　ただいまご紹介いただきました龍谷大学
の細川孝と申します。このあとの自己紹介
でも述べさせていただきますように、私は

「解題」にはあまり適任とは言えないとこ
ろもありますので、問題提起という形でお
話させていただきます。
　簡単な自己紹介ですが、私自身、協同組
合で働いていたことがあります。系統金融
機関の一つで、「労働金庫連合会」という
ところなのですが、そちらで約４年間働い
ておりました。そこでの経験をあまり詳し
く説明する必要はないかと思いますが、一
番印象に残っている思い出は、協同組合の
ことは職場の労働組合（青年部）が教えて
くれたということです。決して事業体がサ
ボっていたということではないのですけれ
ども、やはり同じ世代の人から学ぶとい
うことが非常に良かったということです。
　転職した後に大学院に進学し、大学教員
になったのですが、現在の担当科目は「株
式会社論」とか、「現代社会と企業」とい
うことでして、協同組合そのものを授業で
扱っているわけではありません。ただ、い
ろいろな形態の企業を紹介したいというこ
とで、京都生活協同組合の方に授業に来て
いただく機会を設けることもあります。
　先ほど申し上げましたように、協同組合
で働いていたということもありますし、協
同組合に対する関心は今でも持ち続けてい
ますが、特に掘り下げて研究してきたとい
うことではありません。ですから、この研
究所にもご縁があって関わらせていただい

ているのですけれども、協同組合のことを
深く知らないからこそ、逆に自由にものを
言わせていただいています。ただ、それで
もこのような場を与えていただいているこ
とについては、「これでいいのかな」と思っ
たりもします。

「経営学の視点から」考える
　さて、資料には「経営学の視点から」と、
ちょっと大げさなことを書いております。
ですが、これは今日のテーマを取り扱う際
に、少し問題提起的に、こんなことが考え
られるのではないかということをお話しし
たいということであります。
　私はよく、「経営学というのは別に経営
者や管理者のためだけの学問ではない」と
いうことを学生に言います。そして、「経
営学は普通に働いている人や生活をしてい
る人にとっても、すごく大切な学びなのだ」
ということを強調しています。
　経営学というのを一言で端的に言うと、

「『企業』が『事業』を『経営』する」こと
について学ぶことだというふうに言えるか
と思います。大事なのは「事業」の中身で
す。といいますのも、事業にはそれぞれの
企業ごとに目的があって、協同組合には協
同組合の事業の目的がありますし、株式会
社であれば、株式会社としての目的がある
わけです。これは当たり前のことであり、
その事業の目的をいかに達成するかという
のが、ポイントだと私は考えています。
　一つ紹介させていただきたいのがこちら
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です。これはもう今から 10 年以上前のこ
とになるのですけれども、日本学術会議が

「大学教育における分野別参照基準」とい
うのを検討しました。その中で一番早く確
定され、公表されたのが「経営学分野」と
いうことになります。
　これを紹介しますのは、スライドにも記
載しているように、経営学というのは普通
の人にとって必要なものなのだということ
を説明していると受け止めているからで
す。それぞれ学問分野ごとに多様な考え方
があり、学派とかもあるでしょうが、経営
学分野の参照基準はそういうことを前提に
しながらも、大事な点を指摘していると思
いますし、それは経営学教育だけでなく、
経営学の研究にとっても大事な内容を含ん
でいると、私自身は考えております。
　どんなことを述べているかといいます
と、これはその一部を抜粋したものです
が、まずは一番上の赤字の部分ですね。「経
営学は、営利・非営利のあらゆる『継続的
事業体』における組織活動の企画・運営に
関する科学的知識の体系である」と、こう
いう言い方をしています。この場合の「継
続的事業体」というのは、いろいろなもの
がありますが、病院とか、あるいは家族ま
でを含めて継続的事業体というふうに言っ
ています。私は、家族を継続的事業体とい
うのはちょっとどうかと思ったりもする
のですけれども、「営利」とか「収益」と
か、そういうふうな言葉が出てくるのでは
なく、「組織活動の企画・運営に関する…」
ということで、定義づけています。
　特段変わったことを言っているのではな
いと思うのですけれども、私自身の関心か
ら言うと、とても大事なことを言っている
と受け止めています。
　そして、経営学を学ぶとどういうことが
身につくのかということで、何点か述べて

いるのですね。黄色のマーカーの部分だけ
をご紹介させていただきます。たとえば、

「経営学の知識は、営利・非営利のあらゆ
る継続的事業体を社会全体の持続可能性と
の関連のもとで最適化するための知見を提
供することができる」と、こういう言い方
をしています。
　ですから、実際の経営学はそこまで立派
なことができているとは思わないのですけ
れども、社会全体の持続可能性との関連と
いうことで、個別企業の営利性や収益性（の
み）を問題にしているわけではないという
ことですね。経営学者の中には、そういう
点での関心が強い方もおられるでしょう
が、やはり大事なことは、事業を継続して
行く際、自らの組織だけでなく、社会全体
の持続可能性を大事にしているというとこ
ろに私は注目しています。
　最後の４行には、「経営学の知識は、営利・
非営利のあらゆる継続的事業体を社会全体
の持続可能性との関連のもとで最適化する
ための知見を提供することができる」とい
う記述と、「経営学は、社会秩序を守りな
がら営利・非営利のあらゆる継続的事業体
が持続的に発展するための知識でもある。
その意味において、経営学は営利・非営利
のあらゆる継続的事業体を社会全体との関
連のもとで発展させるために有意義な学問
である」との記述があります。今問われて
いるのは個別の事業体のみでの合理性だけ
ではなく、社会と調和しながらいかに事業
を発展させていくかということです。
　この後、３つの実践報告が予定されてい
ますが、報告を受け止めて考える際に、参
照基準の記述は有益なものです。

京都企業から学ぶ
　ここで少し話を変えまして、先ほど申し
上げましたように、株式会社論というのが
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主たる担当科目なのですけれども、たまた
まご縁があって京都の企業を訪問したり、
京都企業の経営者の方に授業等にお越しい
ただいたりする機会がございました。昨年
の総会シンポジウムにお越しいただいた、
京都エレベータ株式会社の田中陽一様もそ
うですし、本日ご登壇いただきます宮川光
太郎様（こと京都株式会社）もそうです。
京都に「在る」企業から多くのことを学ば
せてきました。振り返ってみると、大きく
２つのことを学んだと思います。
　まず、一人の経営者を視るのではなく、
複数のメンバーを捉えるということ。「経
営陣」という言葉を使っています。
　それは、カリスマ的なリーダーに注目が
集まることがよくありますが、そういう場
合、その方が退任されたら事業があまり上
手く行かなくなる事例がしばしばある。で
すから、カリスマ待望論ではなく、経営陣
としていかに事業を発展させていくかとい
うことが大事なのだということです。
　昨年ここに登壇してくださいました田中
社長は事業承継された二代目の経営陣で
す。その事例は非常に注目すべきであって、
経営陣は事業の発展と同時に、次の世代の
経営陣を発掘して育成しなくてはいけない
ということを学びました。
　そういうことを考えるきっかけを与えて
くれたのが、『経営継承の鎖 「歴代成長企
業」のＤＮＡを探る』という本です。著者
の松田真一さんは、野村総合研究所・未来
創発センターの上席コンサルタントです。
この本との出会いも大きな出来事でした。
　それから、２つ目は、１つ目のこととも
関わるのですが、「経営理念を共有する仕
組みづくり」ということです。これはイコー
ル「経営理念を浸透させる」ということに
なります。経営理念は非常に重要なもので
あるということは誰もが考えます。ですが、

本当に大切なのは、それが職場の中に浸透
することであり、そのための仕組みをどう
作るかです。
　これについては、今日の実践報告でもご
紹介いただくことになりますが、その際、
経営者自らが実践しなければならないとい
うことです。名目だけ立派な経営理念を掲
げていても、それが職場の中に浸透しなけ
れば機能しないということになってしまい
ます。
　京都では、戦後に新しく創業され急成長
した企業が注目されるのですが、長い歴史
を持った会社もたくさんありますね。そこ
ではやはり事業を継続するということを非
常に大事にしていますし、そのこと自体が
経営の目的でもあるというふうに考えられ
ているのではないでしょうか。短期的な収
益を上げてそれで終わりではなく、事業を
持続的に発展させて行くための取り組みと
いうものが大事にされていると思うのです。

本日のシンポジウム
　本日の総会シンポジウムについてです。
先ほど若林靖永理事長からもお話がありま
したように、昨年は若者に焦点を当てて議
論するということでした。今年は「多様な
人たちが共生する場としての生協における
職場づくりに」ついて考えたいということ
です。
　「共生する場」というのは、「多彩な人た
ちがお互いを認め合い、補い合い、経営理
念を共有し、経営理念と日常業務とが結び
ついている場として捉える」と、このよう
に述べられています。
　冒頭で、問題提起的に述べさせていただ
きました。経営学でもかつて QOL（Quality 　
of　Life）、生活の質、「クオリティ・オブ・
ライフ」ということが議論されました。今
ではあまり聞かれなくなっているようでし
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て、最近では「ワーク・ライフ・バランス」、
ワークとライフのバランスということがし
きりに強調されております。それは、それ
で大事な問題だとは思います。
　ただ、後ほど福井県民生協の久木由人様
が発表されます報告の副題「ワーク・ライ
フ・バランスからワークインライフ」にも
現れていますように、ワークとライフのバ
ランスというだけで問題を捉えているとな
かなかうまくいかないのではないかと思う
のです。
　こういうふうに言ってしまうと、あまり
現実を見てないだろうというご指摘がある
かもしれません。もちろん厳しい実態は
あって、今でも長時間労働は非常に多く、
過労死や過労自殺、あるいは労働災害等と
いう形で現れているわけでして、現実はシ
ビアです。しかし、捉え方として、ワーク
とライフのバランスだけでとどまっていて
は不十分なのではないかということです。
　先ほど記しましたように、「継続的事業
体を社会全体の持続可能性との関連のもと
で最適化する」ということでいきますと、
社会も大きく変わってきています。若林理
事長の発言にもありましたように、働き方
に対する考え方や男女の考え方などもどん
どん変わってきていますし、若者の考え方
も同じように変わっていますね。それはそ
れでポジティブに受け止め、そのようなも
とで事業を経営していく生協は、そこにい
かに対応していくか。それを極めることに
よって共感を生み、魅力的な企業づくりが
できるのではないかと思います。

こと京都という会社
　詳しいことは後ほどお話していただきま
すけれども、こと京都株式会社につきまし
て、資料には「志ある継続的事業体」とい
うふうに書きました。今回登壇をお願いし

たきっかけを少しお話しさせていただきた
いと思います。
　生協では、生協同士で学び合うとともに、
他の形態の企業から学ぶこともおありにな
ると思います。その際、大企業からマネジ
メントの手法とか、マーケティングの手法
を学ぶとことも意義あることと思います。
それとあわせて、優れた中小企業から学ぶ
ことが有益と思います。中小企業は多様で
あり、中小企業ということで一括りにでき
るものではありません。学ぶべき中小企業
は多くあるでしょうが、その中でも特にこ
と京都様は重要な会社だと思います。
　といいますのも、２つ目のところに書い
ていますように、経営者自らが学習し、仕
組みを構築していくプロセスを、私自身が
目の当たりにしているからです。
　先ほど、打ち合わせのときに少しお話し
いたしまして、宮川様からは「ハードルを
上げないように」と言われたのですけれど
も、紹介させていただきます。
　2020 年ですから、コロナ禍が始まった
年になりますが、宮川様に初めて大学の経
営者講義に来ていただきました。すると、
授業が終わってから、一人の学生が追いか
けてきて、何か話したそうにしているので
す。そこで、どうしたのかと聞くと、「経
営学部に入って初めて、こんな面白い講義
を聞きました」と。　　
　これは、日頃の経営学部の授業がいかに
面白くないかということでもあるのですけ
れども、それだけ宮川様のお話が魅力的
だったということであります。
　そこで、それ以来、毎年、講演をお願い
しているのです。こと京都様はどんどん新
しいことに取り組まれていて、宮川様はそ
れをメインに毎回、違う話をしてくださっ
ています。
　私が一番印象に残っているのは、「６次
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産業化で成功しようとしたのではなく、マ
ネジメントの確立を目ざしてきた」という
言い方をされたことです。
　実践報告でも紹介されますが、こと京都
という会社は、九条ねぎの生産・加工・販
売に特化しておりまして、「６次産業化」
ということでは全国的に見ても非常に優れ
た事例として知られています。そのような
ことで、全国の生協とも取引があるかと思
います。
　宮川様に言わせると、重要なのはやはり
マネジメントなのですね。私は、この言葉
が非常に印象に残っていまして、実際、事
業の規模だけでなく、組織が発展している
ことを毎年、実感させられながらお話を聞
かせていただいております。
　後でまた紹介されると思いますが、同社
には「NOUJINアカデミア」というプロジェ
クトがありまして、子どもたちに農業に触
れてもらい、農業を学んでもらうという機
会を設けておられます。それは日本の農業
の再生と振興を目指しているということで
理解しておりまして、この写真のような感
じですね。
　この「葱」と書いてあるＴシャツは、宮
川様が着ておられるのと同じでものです。　
写真は、私の後ろ姿です。真面目な話ばか
りではなくて、最後にちょっと笑いを取ら
なきゃいけないという話が打ち合わせで出
ましたので、この写真を紹介させていただ
きます。
　大学でも昼休みに学内の食堂が混雑しま
すから、キャンパス内にキッチンカーを出
しているところがあります。写真は、こと
京都様が龍谷大学の深草キャンパスに出し
ておられるキッチンカーです。
　ただし、このキッチンカーは収益が目的
ではなく、学生に学びの機会を与えると
いう趣旨からでして、先ほどご紹介した

NOUJIN アカデミアの活動の一環として
のものです。右上にあるのが、ゼミの学生
が考えた「九条ねぎのまぜそば」になります。
　これを今、学内で販売しています。この
キッチンカー自体は今学期の初旬、４月
30 日から学内に入っていまして、最初は
こと京都様の方で考えられた商品を扱って
いました。それを販売しながら同時に、学
生たちが自分たちで商品を考え、原価を計
算し、いかに販売を伸ばしていくかと奮闘
しています。
　まだ十分な取り組みができているわけで
はないのですが、そういう貴重な機会をい
ただいております。計算上は黒字だという
ような報告をいただいております。ただ、
こと京都様からすると、実際の収益はたぶ
ん、少し赤字なのではないかなと思ったり
もするのですが、こういうことを一緒にや
らせていただいています。
　本日は、そのようなことだからいうこと
で実践報告をお願いしたわけではありませ
ん。子どもたちや学生たちが農業に触れる
機会を作っていただいている、そのような
魅力的な会社であります。昨年の京都エレ
ベータ様と同様、こと京都様から学ぶこと
も非常に大きいと考えた次第です。
　以上のようなことで、雑ぱくなお話で恐
縮ですが、今日、皆さんと一緒に考えたい
ことは、「経営」というところから実践報
告を捉える。それは単に収益を上げるとい
うことではなく、「社会と調和しながら事
業をいかに発展させていくか」ということ
です。
　何か特別なことではなくて、当たり前の
ことになりますが、私が言えるとすると以
上のようなことになるということで、ご容
赦いただきまして、解題を終わらせていた
だきます。
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